平成18年度　全国鐵構工業協会　青年部会

第5回理事会　議事録

日　時　平成１８年１２月９日（土）　９：００～１７：００
場　所　北海道　北海道経済センター

出席者　米森（石川）、上柿（奈良）、松下（愛媛）

　　　　　　　媚山（北海道）、齋藤（秋田）吉岡（東京）、鈴木（千葉）、山崎（栃木）、

伊藤（三重）、苅谷（岐阜）、大井（滋賀）、益田（山口）、玉城（沖縄）

欠席者　齊藤（青森）、

オブザーバー　鋼構造出版（田中）、北海道ＢＣ実行委員長（渡辺）、

北海道ブロック長（中村）

議事録作成　　鈴木（千葉）、山崎（栃木）
（司会進行）上柿　副会長

1.開　　　会

　2.出席者の確認

　3.会 長 挨 拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　会長　米森武夫

　会長会議の年２回の開催について秋に行われる親会の全国大会に絡めて開催出来ないか検討中である事。構造設計者交流ではファブ側の利ばかりを訴えるのはタブーである事。不具合を出さないために両者が協議して物作りをする大切さを訴える事。などを挨拶の中で報告し要望した。
4.各ブロック活動報告（ホームページに掲載）

北海道ＢＣ　媚山監事より報告

　　

東北ＢＣ　齋藤理事より報告

関東ＢＣ　山崎理事より報告

　

　北陸ＢＣ　米森会長より報告

中部ＢＣ　伊藤理事より報告

　

近畿ＢＣ　大井監事より報告

　　

中国ＢＣ　益田理事より報告

　　

　　四国ＢＣ　松下副会長より報告

　　

　　九州ＢＣ　玉城理事より報告

5.協 議 事 項　

1） グループ活動報告

A. 設計交流ＷＧの報告　　記録：松下

1、鉄骨需要拡大事業の件　　担当：山崎理事

㈱岡部の河崎氏の全面協力で進めている鉄骨造を紹介するパンフレットを作成する。

前回作成したパンフレットより

（１）「ベースパック」という文字をなくす。

問題：ベースパック以外の工法で保険の掛け金が変わるのか？

　　　ベースパック工法の時は木造住宅より銀行金利が安くなるがベースパックを使用しない重量鉄骨造も銀行金利が安くなるのか？確認し、銀行に申請または交渉する。
（２）前回の宿題である保険の掛け率を調査したが、重量鉄骨の掛け率が存在しないことがわかった。

　　　　　　　　　　保険の場合、種別に重量鉄骨造は存在しないプレハブ鉄骨造とＲＣ造は存在する。そこに重量鉄骨造の種別を増やしてもらうかのが好ましいが最悪でもプレハブ鉄骨造と同じにしてもらえれば木造住宅との掛け率の差は、はっきり提示される。
問題：現在では鉄筋コンクリートもしくは鉄骨プレハブのどちらかを適用しているとか。

宿題：他団体との交渉事ですので青年部会本部としては対応できないので、米森会長より全構協へ銀行と保険会社への交渉を打診する。

２、鉄骨１１０番の件　　担当：鈴木理事

（１）第4回までの掲載が終了したが、反響がイマイチ。

問題：質問の意図が回答を依頼した方に十分伝わっていないのではないか？

問題：我々の意図した回答が得られない場合が出てきている。

問題：回答が長く、論文形式なので最後まで見る人が限られる。

問題：同雑誌に題「鉄骨Ｑ＆Ａ」があり、内容がかぶっている。

（２）鋼構造出版　田中氏より

提案：方向性は変わるが、鋼構造ジャーナルに掲載場所を移してはどうか？

宿題：鋼構造ジャーナルに掲載場所を移すことを前提にネタを収集する。

３、「工作しやすい鉄骨設計」講習会　　担当：吉岡理事

（１）平成１８年10月28日（土）に開催された講習会の総評

１、講習会は関東ブロックの会員の尽力により無事終了した。

２、参加者の評判は上々。

問題：若手設計士の参加が少なかった。

問題：今後の展開として各ブロックがどう事業していくか？

宿題：今回の講習会を踏まえて各ブロック、各県で同タイトルの講習会を開催していくが、青年部会として講習会運営のアドバイスを伝える必要がある。その対応作業をまとめる。

４、建築士会「ＣＰＤ制度」について　　　担当：松下

平成18年10月28日（土）四国ブロック主催の講習会において「ＣＰＤ制度」を導入してみた。（開催場所：徳島市）

１、設計士の方々に参加していただくネタとしては成功と言える。

参加者数　　ファブ：27名　　設計士：26名　　行政関係：３名　　その他：5名

２、地区によっては「ＣＰＤ制度」の対象となる講習会などのネタを探している建築士会もあるとか。各地で、設計士の方々に参加してもらいたい講習会を企画する場合には「ＣＰＤ制度」を活用すべきである。内容がしっかりしていれば建築士会の承認を受けるのも難しくはない。

宿題：今後の各地の「ＣＰＤ制度」講習会の普及、アドバイスと開催後の総評を水平展開する。

設計交流ＷＧの理事の方々は会長会議の発表に向けて発言内容を練ってください。

B. 工数管理ＷＧの報告

１．特記仕様書　　伊藤

　　　三重県が進めている「特記仕様書」の作成を参考に、今後も進めていく。

２．情報の共有化　大井

　　　書式等は出来た。隣接都道府県で試験的に使用してみる。在庫情報を全国共有化しても、運搬等の問題があり、現実的には隣接都道府県程度での情報交換がメインとなるのではないか。

３．溶接実体験

　　　近畿ブロックが企画している実習を参考にして、全国展開していくこととした。詳細についてはまだ未決定だが、溶接不可能な部分や、見えない（困難）な部分の溶接などのテストピースを作り、実際に体験してもらう。それにより困難さを理解していただく。また、後に懇親会を開くことにより、親睦をはかることも目的とする。

C. 行政及び対外交流ＷＧの報告

1.　行政交流事業　　齋藤

11月全構協 堀総務部長と今後の行政との交流打合せ

国交省若手官僚との第２回懇談会について

必ず全構協に報告してから動く事

どの政治家ル－トを使うか検討（板垣、独自、全構協）

各ブロック、各県での行政との交流検討

 　　　 2.　産官学連絡協議会の検索　　玉城

２月に行われる福岡建築連絡協議会をふまえて3月にアンケ－トを実施予定

3.  親会との位置付け調査　　益田

親会とのかかわり、交流アンケ－ト、指示待ち状態 ⇒ 理事会にて出す事を承認

4.  過去のＯＢ役人の名簿整理　　媚山

ＯＢの辻さんがまとめてくれて名簿完了

　　　   D.総務に関しての報告　　苅谷
　　　　　遅くなりましたが８月理事会議事録をアップロードしました。

下記の会長名が間違っていましたのでメーリングリストとホームページを修正しました。（山形県、神奈川県、大阪府）
２）ブロック研修会助成金申請（別紙助成金申請書）

　　近畿ブロック　大井監事より助成金申請がなされ、理事全員によって承認された。

　　

中国ブロック　益田理事より助成金申請がなされ、理事全員によって承認された。

３）ブロック研修会助成金事業報告（別紙事業報告書）

北海道ブロック　媚山理事より助成金事業の報告がなされ、理事全員によって承認された。

関東ブロック　山崎理事より助成金事業の報告がなされ、理事全員によって承認された。

四国ブロック　松下副会長より助成金事業の報告がなされ、理事全員によって承認された。

九州ブロック　玉城理事より助成金事業の報告がなされ、理事全員によって承認された。

４）全国大会についての報告

第１６回全国大会について報告（渡辺実行委員長より）

参加人数が予定人数に達していないため、参加を呼びかけてほしい。

理事会スタート時間を9：00スタートに変更

全国会長会議13：00～14：45に変更

通常総会15：00～16：15に変更

会長会議について

　各ワーキンググループ事業報告を各担当者が約１分で発表する

　各ブロック研修事業報告書を配布し、ブロック代表に発表してもらう

　アンケート類を配布する

　　　報告類を一括で行い、質問は後ほど一括で受付る

　　　時間配分　ＷＧ報告（５分×３＝15分）・ブロック報告（３分×９＝２７分）

　　　　　　　　意見交換（６０分）・会長挨拶（３分）

　　　１年に２回の会長会議を開催したいとの要望があった

　　　略称を検討し、この会議で正式発表する

　　　配布資料の電子データ化を検討する（ＰＤＦ等）

＜各役割分担の確認＞

各理事に対する役割分担の確認がなされた。

　　　１．会長会議

　　　各ＷＧの報告は各担当理事により１分以内に報告すること。

　　　その時の自己紹介はナシ

　２．総会役割

司会--------------益田理事

開会の辞--------苅谷理事

議長--------------媚山監事

議事録作成人--齊藤理事（青森）

署名人-----------山崎理事、伊藤理事

事業報告--------齋藤理事（秋田）

決算報告--------吉岡会計理事

監査報告--------大井監事

事業計画--------松下副会長

予算案-----------吉岡会計監事

閉会の辞--------玉城理事

昨年度の総会資料を参考に、各ＷＧ、担当が資料作成する。まとめは上柿副会長が行う。

３．会員数の調査

３月３１日現在の期首、期末会員数の確認を苅谷理事よりのメールにて

報告すること。

４．分科会

各分科会のテーブルマスターを理事の中から人選しておく

　　米森会長が本日のまとめのコメントを述べられた

６.閉　　　会

　※　次回開催地

臨時理事会

平成１９年２月１７日（土）9：00～

沖縄県：沖縄産業支援センター
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